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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

チョン・テミン『星座に隠された我が歴史』より、天の市場景福宮
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東アジアの三機能体系は立体五行と三綱五倫の形態で内在化している

パク・ヨンギュ『立体五行』より、

父（父） 子（子）が垂直的に対応し

夫（夫） 婦（婦）が水平的に対応すれば中心に君（君）が位置し、君（君）が正しく進めるよ

う牽制する臣下（臣下）がいて補佐してこそ、長くその位（位）を保つことができるという五行

の原理


